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㈱ケムカレントでは、‘化評法 ⁻ 既存化学物質共同登録’ について理解を深めるために 

ご要望の際に以下のように1：1相談サービスをご提供いたします。 

 

-下記- 

• 対象: 相談をご希望する企業 

• 日程: お客様のご要望に合わせて協議後に確定 

• 言語: 3ヵ国語のうちご要望の言語をご指定下さい。(韓国語/日本語/英語) 

• 相談方法: 要請により対面/非対面可能 

• 所要時間: 30~60分(Q&A時間を含む) 

• 詳細な内容: 

- 既存化学物質の共同登録概要のご説明 

- 登録予定の既存化学物質に対するデータギャップ(Data gap screening) 

- 物質別の登録戦略策定 

- 物質別登録時の予想費用を算出 

- 韓国政府の支援サービスの種類と詳細な内容のご説明 

- 協議体内での役割別、登録前後の準備事項 

- Q&A 

 

多くの関心及びご参加をお願いいたします。その他のお問い合わせがございましたらご連絡ください。 

ありがとうございます。 

 

※ 本ニュースレターには、詳細な告示内容をご確認いただけるよう添付ファイル    が付いております。  

- Adobe Acrobat Reader: [表示→表示切り替え→ナビゲーションパネル→添付ファイル]を選択 

- その他のPDFビューア: [表示]メニューにて添付ファイル表示などを選択 
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化評法(K-REACH) 

 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 

 

[環境部告示 第2023-47号]「有毒物質、制限物質、禁止物質及び許可物質の規定数量に関

する規定」一部改正 

「化学物質管理法」第23条、同法施行規則別表3の2第2号により、「有毒物質、制限物質、禁止物質

及び許可物質の規定数量に関する規定」を改正・告示 

主な内容 

別表1第2号数量基準表のうち、連番“459”欄、“579”欄及び“643”欄を改正 

別表1第2号数量基準表のうち、連番“1238”欄の次に“1239”欄から“1254”欄まで新設 

参考資料 

電子官報ホームページ(https://gwanbo.go.kr/user/search/searchDaily.do) (告示日: 2023-

03-06) 

※ 詳細な内容は本 PDF の添付ファイル MOE_2023-47.pdf をご参考下さい。 

 

 

  

https://gwanbo.go.kr/user/search/searchDaily.do
https://gwanbo.go.kr/main.do)(
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 

※ 添付資料及び詳細な事項は産業界支援センターのホームページ(https://www.chemnavi.or.kr/main.do)の

お知らせ及び化学物質情報処理システム(https://kreach.me.go.kr/repwrt/index.do) のお知らせメニューでご

確認いただけます。 

 

2023年暴露シナリオ作成支援を希望する事業場募集の案内 

“化学物質の危害性に関する資料”を作成・提出するために、化学物質の全過程において取り扱う方法や

暴露コントロール・管理方法を記述した暴露シナリオを作成し、暴露評価を行わなければならない。  

そこで、環境部では中小企業など産業界の負担を最小限に抑えるために“暴露シナリオ作成支援事業”を次

のように実施する。 

○ 支援対象: 以下の2つの条件をすべて満たす中小・中堅企業(40社) 

- 化学物質の製造・輸入者及び下位使用者 

- 2024~2030年までの登録猶予物質(年間製造・輸入量1トン以上~1,000トン未満)を取り扱う者 

○ 支援する内容: 

- 危害性に関する資料と暴露シナリオに対する案内 

- 暴露シナリオ作成ツール(ESD&T)を活用し暴露評価に必要な情報(用途と取り扱う工程の確認など)

を調査 

- 初期のシナリオ提供(K-Chesar 様式)及び化学物質安全情報資料(別紙第27号書式)を提供 

※ 支援結果は暴露シナリオ事例集及びユーズマップ開発に活用され、今後産業界に配布予定(但し、

事業場の情報及び営業機密に該当する項目は事例集やユーズマップに含まれない) 

〇 支援申請方法及び結果のお知らせ 

- (申請期間) 2023年3月2日(木曜日)~募集完了時に締め切り 

- (申請方法) 化学物質登録支援システム(sbm.kcma.or.kr)を通じて申請書を提出 

- (提出書類) 支援条件を満たしているか確認後、評価基準に従い選定 

- (結果案内) 個別案内(電子メール)または化学物質登録支援システムの［暴露シナリオ作成支

援］ ≫［申請現況］にて確認可能 

○ お問い合わせ: 

- 韓国化学物質管理協会 危害性評価チーム(02-3019-6719, 6738, 6706, 6716) 

- E-mail: kcma-ra@kcma.or.kr 

 

参考資料 

韓国化学物質管理協会(https://www.kcma.or.kr/sub5/5_1.asp、お知らせ)(登録日: 2023-03-

02) 

 

https://www.chemnavi.or.kr/main.do
https://kreach.me.go.kr/repwrt/index.do
https://www.kcma.or.kr/sub5/5_1.asp?b_name=notice&mode=read&IDX=7386&Page=&Search_Type=&Search_Value=&Category=&Parent=&Cate=&Search_Cate=&menu=&top_menu_num=&Order_Name=Ref&Order_Type=Desc
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化学製品安全法(K-BPR) 

 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 

 

※ 3月化学製品安全法-法律の動向に関する内容はありません。 
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 

※ 添付資料及び詳細な事項は化学製品管理システムホームページ (https://chemp.me.go.kr/) お知ら

せ事項メニューでご確認いただけます。 

 

 「安全確認対象生活化学製品の指定及び安全・表示基準」一部改正告示(案)行政予告 

環境部では、「安全確認対象生活化学製品指定及び安全・表示基準」一部改正告示案に対し、行政予

告する。 

○ 改正理由及び主な内容 

品目別噴射型製品内に使用可能は保存用物質を許容 

産業界の困難を解消するため、危害性評価の結果を反映し、品目別噴射型製品内に使用可能な保

存用物質(70種)を追加 

○ 意見提出 

2023年3月20日までに意見書を環境部長官(化学製品管理課)に提出 

※ その他の詳細内容は、参考資料のお知らせメニュー(掲示文内の添付ファイル)をご参考ください。 

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.me.go.kr/、お知らせ → 申告対象安全確認対象生活化学

製品(韓国環境産業技術院))(番号: 113、登録日: 2023-02-27) 

 

  

https://chemp.me.go.kr/
https://chemp.me.go.kr/cop/bbs/selectBoardList.do?bbsId=BBSMSTR_000000000001&QAtypeStr=KEIT
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 殺生物製品類型のうち、「殺虫剤」類型の分類について 

国立環境科学院化学物質研究科では、「生活化学製品及び殺生物剤の安全管理に関する法律」に基づ

き、承認申請が受け付けられた殺生物剤(殺生物物質と殺生物製品)の評価を行う予定であるため、殺生

物製品類型のうち駆除剤類の「殺虫剤」類型分類に関する詳細を案内 

※ その他の詳細内容は、参考資料のお知らせメニュー(掲示文内の添付ファイル)をご参考ください。 

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.me.go.kr/、お知らせ → 殺生物剤(番号: 168、登録日: 

2023-02-27) 

 

 2022年承認殺生物物質情報公開 

「生活化学製品及び殺生物剤の安全管理に関する法律」第29条及び施行規則第28条により、2022年

物質承認を受けた殺生物物質に関する情報を公開 

○ 公開対象物質 

物質承認を受けた2022年承認猶予対象既存殺生物物質48種 

※ 殺虫剤23種、殺菌剤21種、殺藻剤5種、殺鼠剤2種、忌避剤1種(殺菌/殺藻剤4種は重複) 

○ 主な内容 

- 殺生物物質の名称及び物質承認の有効期間 

- 殺生物物質の物理・化学的または生物学的特定 

- 物質承認を受けた者の氏名または商号、住所及び連絡先 

- 殺生物物質の有害性及び危害性程度 

- 殺生物物質の分類及び表示 

○ 情報確認方法 

化学製品管理システム(chemp.me.go.kr)を通じて公開 

※ 化学製品管理システム - 殺生物剤 - 殺生物物質 - 承認殺生物物質情報公開 

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.me.go.kr/、お知らせ → 殺生物剤(番号: 170、登録日: 

2023-02-28) 

 

2024年承認猶予対象既存殺生物物質の申告及び物質承認申請計画書提出期限の案内 

2024年承認猶予対象既存殺生物物質の申告及び物質承認申請計画書提出期限を案内  

- 対象：2024年承認猶予対象既存殺生物物質を製造・輸入する企業 

- 既存殺生物物質の申告期限： 2023. 3. 31. * 

* 期限以降は、2024年承認猶予対象既存殺生物物質に対する申告機能を遮断する予定 

https://chemp.me.go.kr/cop/bbs/selectBoardList.do?bbsId=BBSMSTR_000000000001&QAtypeStr=BIOC
https://chemp.me.go.kr/cop/bbs/selectBoardList.do?bbsId=BBSMSTR_000000000001&QAtypeStr=BIOC
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- 物質承認申請計画書の提出期限： 2023. 6. 30.  

- 殺生物物質の承認申請期限： 2023. 6. 30. 

- 方法： 化学製品管理システム(chemp.me.go.kr) 

※ その他の詳細内容は、参考資料のお知らせメニュー(掲示文内の添付ファイル)をご参考ください。 

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.me.go.kr/、お知らせ → 殺生物剤(番号: 171、登録日: 

2023-03-10) 

 

殺生物製品群の承認のためのガイドライン及び書式 

「殺生物物質と殺生物製品承認申請資料の作成範囲及び作成方法などに関する規定」(国立環境科学

院告示)第5条第3項2号による殺生物製品群の承認申請詳細事項に関連し、殺生物製品群の承認申

請のための資料作成方法及び提出資料の要件を説明したガイドラインと関連書式を案内 

- 案内対象: 殺生物製品承認を受けようとする者 

- お知らせ方法: 化学製品管理システム(chemp.me.go.kr) にてお知らせ 

※ その他の詳細内容は、参考資料のお知らせメニュー(掲示文内の添付ファイル)をご参考ください。 

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.me.go.kr/、お知らせ → 殺生物剤(番号: 172、登録日: 

2023-03-14) 

 

承認対象安全確認対象生活化学製品の新規承認申請受け付け期限に関する案内 

2024年承認猶予対象殺生物製品の期限内承認のための申請期限案内(~2023. 9. 30)に従い、安

全確認対象生活化学製品の新規承認申請受け付け可能な日を案内 

- 対象： 安全確認対象生活化学製品のうち、2024年承認猶予対象殺生物製品の製造・輸入対

象企業 

- 安全確認対象生活化学製品の新規承認申請受け付け期限：2023. 6. 30. 

- 申請方法： 化学製品管理システム(chemp.me.go.kr) * 

* 期限以降には、安全確認対象生活化学製品の新規受付機能を遮断する予定 

※ その他の詳細内容は、参考資料のお知らせメニュー(掲示文内の添付ファイル)をご参考ください。 

参考資料 

化学製品管理システム(https://chemp.me.go.kr/、お知らせ → 承認対象安全確認対象生活化学

製品(国立環境科学院))(番号: 28、登録日: 2023-03-16) 

 

https://chemp.me.go.kr/cop/bbs/selectBoardList.do?bbsId=BBSMSTR_000000000001&QAtypeStr=BIOC
https://chemp.me.go.kr/cop/bbs/selectBoardList.do?bbsId=BBSMSTR_000000000001&QAtypeStr=BIOC
https://chemp.me.go.kr/cop/bbs/selectBoardList.do?bbsId=BBSMSTR_000000000001&QAtypeStr=NIER
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産業安全保健法(ISHA) 

 

法律の動向 - 改正・予告(案)など 

 

[雇用労働部公告第2023-151号] 「事業場の危険性評価に関する指針」一部改正(案) 行政予告 

「事業場の危険性評価に関する指針」(雇用労働部告示第2020-53号)を一部改正するに当たり、その理

由と主な内容を国民に予め知らせ、これに関する意見を収斂するために「行政手続法」第46条に従い次の

ように公告します。 

改正理由 

危険性評価制度が難しく複雑で実施しにくいという現場の意見などを踏まえ、危険性評価制度をリスク要因

の把握と改善対策作りに集中するよう新たに定義し、 

簡単で手軽に実施できるよう多様な評価方法を提示する一方、評価時期を明確化し随時評価特例を新

設し、勤労者の参加を拡大するなど、これまでの不十分な点を改善する。 

主な内容 

- 危険性評価など定義規定の整備及び用語の再整備（案第3条第2号及び第3号など） 

- 危険性評価の全段階で勤労者参加を拡大(案第6条) 

- 危険性評価時期の改編及び評価対象の具体化(案第5条の2、第15条) 

意見提出： 

2023年3月27日までに意見書を雇用労働部長官(参照： 労災予防支援課長)に提出 

 

※ 住所: (30148) 82 Beobwon-ro, Sejong-si, Republic of Korea、産業安全保健本部 労災

予防支援課 

参考資料 

雇用労働部ホームページ(https://www.moel.go.kr/info/lawinfo/lawmaking/list.do、法令情

報 → 訓令・例規・告示)(番号: 1931、登録日: 2023-03-07) 

 

  

https://www.moel.go.kr/info/lawinfo/lawmaking/list.do
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国内動向 - 支援事業・移行ガイドなど 

※ 添付資料及び詳細な事項は化学物質管理協会(https://www.kcma.or.kr/sub5/5_1.asp)のお知ら

せメニューでご確認いただけます。 

 

※ 3月産業安全保健法-法律の動向に関する内容はありません。 

 

 

 

https://www.kcma.or.kr/sub5/5_1.asp




459 97-1-345


포름알데하이드 [Formaldehyde] 50-00-0 2 400


포름알데하이드 [Formaldehyde]를 0.1% 이상


1.0% 미만 함유한 혼합물
50-00-0 5 400


파라포름알데히드 [Paraformaldehyde] 30525-89-4 20 500


579 97-1-451


N-알킬톨루이딘 [N-Alkyltoluidine] - 5 200


N,N-디메틸-p-톨루이딘
[N,N-Dimethyl-p-toluidine] 99-97-8 20 500


643 2000-1-509


염화 N-헥사데실트리메틸암모늄 
[N-Hexadecyltrimethylammonium chloride] 112-02-7


20 400


400* -*


헥사데실트리메틸암모늄브롬 
[N,N,N-Trimethyl-1-hexadecanaminium 
bromide; Hexadecyltrimethylammonium bromide]


57-09-0
20 400


400* -*


Hexadecyltrimethylammonium stearate 124-23-2
20 400


400* -*


수산화 세트리모늄[Cetrimonium hydroxide] 505-86-2 20 400


세트리모늄 염류[Cetrimonium, salts] - 20 400


연번 고유번호 화학물질명 CAS번호


하위


규정수량


(톤)


상위


규정수량


(톤)


1239 2022-1-1096
o - 페 닐 페 놀 [ o - P h e n y l p h e n o l ; 


[1,1'-Biphenyl]-2-ol]
90-43-7


20 400


400* -*


1240 2022-1-1097 나프탈렌[Naphthalene] 91-20-3 20 400


1241 2022-1-1098
N'-(3,4-디클로로페닐)-N,N-디메틸 우레아


[N'-(3,4-Dichlorophenyl)-N,N-dimethyl urea]
330-54-1


20 400


400* -*


1242 2022-1-1099 산화아연[Zinc oxide] 1314-13-2 20 400


1243 2022-1-1100 산화구리[Copper monoxide] 1317-38-0
20 400


400* -*


1244 2022-1-1100 Copper oxide 1344-70-3
20 400


400* -*


◉환경부고시 제2023-47호


　「화학물질관리법」제23조, 같은 법 시행규칙 별표 3의2제2호에 따라 「유독물질, 제한물질, 금지


물질 및 허가물질의 규정수량에 관한 규정」을 다음과 같이 개정·고시합니다.


2023년 03월 06일


환경부장관


유독물질, 제한물질, 금지물질 및 허가물질의 규정수량에 관한 규정 일부개정


유독물질, 제한물질, 금지물질 및 허가물질의 규정수량에 관한 규정 일부를 다음과 같이 개정한다.


별표 1 제2호 수량기준 표 중 연번 “459”란, “579”란 및 “643”란을 각각 다음과 같이 한다.


별표 1 제2호 수량기준 표 중 연번 “1238”란 다음에 “1239”란부터 “1254”란까지를 다음과 


같이 각각 신설한다.







1245 2022-1-1100 Dicopper oxide 1317-39-1
20 400


400* -*


1246 2022-1-1101 황산구리[Copper sulfate] 7758-98-7
20 400


400* -*


1247 2022-1-1102
디설피람[Bis(d iethy l th i ocarbamoyl) 


disulfide; Disulfiram]
97-77-8


20 400


400* -*


1248 2022-1-1103
9 , 9 - 비 스 ( 4 - 히 드 록 시 페 닐 ) 플 루 오 렌


[9,9-Bis(4-hydroxyphenyl)fluorene]
3236-71-3


20 400


400* -*


1249 2022-1-1104


N-(2-에틸헥실)-N'-페닐-1,4-벤젠디아민


[N-(2-Ethylhexyl)-N'-phenyl-1,4-benz


enediamine]


82209-88-9 20 400


1250 2022-1-1105
4 - 메 톡 시 - N - 페 닐 - o - 톨 루 이 딘


[4-Methoxy-N-phenyl-o-toluidine]
41317-15-1


20 400


400* -*


1251 2022-1-1106 잔사, 연료유[Fuel oil, residual] 68476-33-5 40 500


1252 2022-1-1107


N,N-디옥타데실아닐리늄 테트라키스(펜타플루


오로페닐)보레이트[N,N-Dioctadecylanilinium 


tetrakis(pentafluorophenyl)borate]


462629-01-2 20 400


1253 2022-1-1108 4-메르캅토페놀[4-Mercaptophenol] 637-89-8
20 400


400* -*


1254 2022-1-1109
1,4-디브로모-2,5-비스(트리플루오로메틸)벤젠


[1,4-Dibromo-2,5-bis(trifluoromethyl)benzene]
2375-96-4 20 400


    부 칙


이 고시는 발령한 날부터 시행한다.





